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図5：フィールドワークから「風」が見えるまで
参考文献














































































































































































































































































































































































































































































































SUNGJE YUN, TOMOHO TANIGUCHI
マルチメディア時代の考察と新しいデザイン基礎教育の提案








































































































































































































































































































NAGOYA UNIVERSITY OF ARTS AND SCIENCES, SCHOOL OF MEDIA AND DESIGN / RESEARCH BULLETIN 2009 VOL.2
参考文献









ジョン・バージャー、伊藤俊治 訳、イメージ Ways of Seeing―視覚とメディア、PARCO出版1986.
フェルディナン・ド・ソシュール、小林英夫 訳、一般言語学講義、岩波書店、1986.
チャールズ・サンダース・パース、内田種臣 訳、記号学、勁草書房、1986.
D.A.ノーマン、野島久雄 訳、誰のためのデザイン？- 認知科学者のデザイン原論、新曜社、1990.
ピーター・G. ロウ、奥山健二 訳、デザイン思考過程、鹿島出版会、1990.
E.H.ゴンブリッチ、白石和也 訳、イメージと目、玉川大学出版部、1991.
前田晴彦、ウィリアム・モリス近代デザインの原点、鹿島出版会、1996.
藤田治彦、現代デザイン論、昭和堂、1999.
マーシャル・マクルーハン、エドマンド・カーペンター、大前正臣 訳、平凡社、2003.
ジョン・バージャー、伊藤俊治 訳、見るということ、筑摩書房、2005.
茂木健一郎、脳を活かす勉強法 、PHP研究所、2007.
伊東順二、柏木博、現代デザイン事典2008 、平凡社、2008.
　5  基礎の方向性から
新しいデザインの創出へ
　この実施プログラム「見えないものを見えるようにする」の狙い
も含め、デザイン教育として目標とする点を以下のようにまとめる
事ができる。
5.1  アイデンティティの確立
　大学入学時、学生の多くはデザインに対する知識を持ち合わ
せていない。彼らの持つデザインの定義を聞けば「形の美しいも
の」、「色が綺麗なもの」、「格好がいいもの」、「機能的なもの」と
いう程度の答えに留まるだろう。学生がデザインをより深く理解
し、自立した発想を育む為の環境作りを教育現場で実現する為
に、基礎の導入部として必要な要点は以下である。 
・自らの体験を通して知識を身につけさせ、教わるのではなく発 
見させる事
・従来のデザインの模倣をさせず、また従来のデザインの枠を壊
す意識を持たせ、自らの発見からアプローチさせる事
・様々な考えや歴史を学ぶ事で発想の種を与える事
・達成、学びの喜びを経験させる事で自ずと積極性が現れるよう
促し、才能の可能性を伸ばす事
・積極性という情熱を持った学生は、こちらの期待を遥かに超え
て成長する、という認識を常に持つ事
5.2  基礎から見るデザインの視野
　次に学生自身がデザインを通して、社会とどのように関わる事
が出来るのかを検討する。自分の中で芽の出たデザインと言う概
念と、それに肉付けし説得力と応用力を与える知識を得た後に、
では、それがどのような事象として我々の生活するこの世界に具
体化する事が出来るか、様々な形態を持つデザインに落とし込
む事が出来るかを基礎の段階から考えさせる。その発想に繋が
る事として下記等の広範囲の可能性が考えられる。
・身近な生活のために役立つ事
・地域や国など社会問題に関わる事
・人とのコミュニケーションに価値を見出す事
・地球的・宇宙的事柄に関わる事
・生物、自然、人類等環境との関わりを持つ事
5.3  表現の検討
　ここでは、社会との関わりを知った上で、それを分析し狭い考
えから解放させ、様々な視点から可能性を探る事を促す。その為
には改めて知識が求められ、教養科目との横の繋がりの実現も
必要である。また、デザイン基礎のアプローチとして見せる為の
技術、伝える為の技術を学ぶ。それらの技術を学ぶ際はいかな
る表現も否定せず、道具や表現手段に捕われない事が重要で
ある。
5.4  表すこと（表現）
　最終的にかたちにして表すこと＝表現はデザインにおいて最
も重要な行為である。しかし、その表現に辿り着くまでには素材
（テーマ・概念）の発見から分析、理解と言ったプロセスをしっかり
通る事が大切である。このプロセスをここではフィールドワークと言
い、基礎過程から表現に至るまでの具体性を探求し様々なデザ
インメソッドを発見・確立する事が出来るよう促す。そこから表す事
の法則性・論理性も同時に生まれ、各自が真の表現手法を見つ
け出す事が可能になり、新しい表現に結びつけられるようになる。
5.5  表現の応用から融合と統合
　基礎から培われた美的感性が確立するここでは、総合的視点
に立って造形思考・造形原理からデザインプロセスを融合し、表
現要素と表現技術の統合により新しいデザインを創出する。つま
りものの生成原理からかたちの成立する構造を再考察し、その思
考や原理を捉えた上で単純化、簡略化、構造化を知る事であ
る。それにより、各自のデザインシステムと新しいデザインの創出
がなされ、現在性と未来性を両立する事ができ、デザイン基礎が
統合される。
　まとめとして  
　指導する側として「見えないものを見えるようにする」というプロ
グラムを通して感じる事は、学生の変化である。彼らは初め、定
まった答えのない真っ暗な問題へ飛び込む事への不安を覗か
せるが、答えを自ら導き出そうとする日々を重ねる毎に、兆しが見
えた時の喜びや、発見の自信を表すようになってくる。
　その結果としてそれぞれの学生が本プログラムを通じて得たも
のは、個々が選んだテーマに対し、今までに表現されなかった
形、色、つまり表現を求める姿勢を自ら発見した事、さらにテーマ
＝素材との対話を積極的に行い、それにおける研究方法を自ら
発見し、解析・理解を進めた経験である。学びや成長を加速さ
せ、そして持続させる為には我々教育者が与える外発的動機で
はなく、彼ら学の内発的動機が不可欠である。
　困難にぶつかった時、それをクリアした喜びは内発的動機の源
となる。学生の自発性を促すには、こちらが設定した問題に対
し、自分なりの視点で解決するという環境を作り出し、本プログラ
ムのように、彼らのモチベーションを高め、継続させるサイクルを
デザインする事が我々には必要である。
